
D.L・ ポ リyザ ー 「スペ イy語 のxの 嚢 音 に 就 て」

D.L.ボ リ ン ガ ー 「ス ペ4ン 語 のx

の 襲 音 に 就 て 」

花 村 哲 夫

(99)

JohnM.Pi七 七aroは 其 の 著"Curso'modernodeespafiol"1λ6に 於 て 、

Xは 子 音 の 前 で は 、S(eX廿aiO,七eX七 〇,mix七 〇,expreSO,ex七refiO)の よ う に

嚢 音 さ れ 、 母 音 の 問 に 挾 ま れ た 時 は 、9sと 獲 音 さ れ 、 時 に はKSと な る と して

.examen,工axo,m乱ximo.6xi七 〇,axiomaの 例 を 學 げ てbる 。OberlinCollege

のNormanP.S・aGksは 、 母 音 の 間1に 挾 ま れ る時 はKS(examen,6xito,

existir)と な り 、 子 音 の 前 に 來 る時 は 通 例Sと な る(extrafio,explicar)と

華 べ ・gsの 鶴 を諭 て 祓 い 諏 ・d・id輝 のPg・f・.・R・T・r… は ・x.は

英 語 に於 け るXlと 同 じで あ る(explicar,exponer,exportar)'と してKS音

一 本 槍 で ・9S及 びSの 音 を双方 と も認 めて やなV・。 このx音 に蜀 し て ・ 中南

米 を基 調 と して.何 等か の標 準 が立 て られ な い もの で あ ろ うか 。

一 膣 、 子音 のzに 就 て も 母 音 を 表 わ す と從 來 言 わ れ て い るが 、 これ は

S七andardCas七illianの 音 で あつ て ・申南 米 に於 て は・S音 で あ るq南 力iPフ

で

オ ル ニ ヤ 大 學 のProf・Dwigh七L・Bolingerは 、 ス ペ イ ン語 に於 け るxに 就

て 、1こ れ に 磨 え る よ う・な興 昧 あ る論 文 を 襲 表 して い る 。(喧ispania"Vo1.

xxxv.NμmわerI.`『EvidenceonX"ppl49一61.,TheAmericanAssocia七ion

of.田e批c加rs6fSPnishandPor七uguese)。 ボ ザン ガ ー 敏 授 鳳 申南 米 の 主

要 國 の 約 十 ケ 國 の 教 養 あ る 人 達 に照 會 を嚢 して 得 か 回 答 を基 礎 に し て 、 の襲 音

の 贋 値 を定 め よ うと 試 み た もの で あつ て 、 二 、 三 意 見 を 異 にす る所 もな いで は

なv・ が 、参 考 に な る 庭 が 、 多 々 あ る の で 、 以 下 か な り忠 實 に 要 旨 を 紹 介 す る こ鼻

.とに した 。 、`'

ス ペ イ ン 嚢 音 學 の 権 威Tom黎 筑avarroは 其 の 著"PronunGiaci6h.

e・如 ・1a▼'(M・drid1932)P・1(rOva於 てrxは 歴 史的 に 珊 音 に 等 しい が
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然 し其 の獲音 は 、敏 養 あ る人 々が 話 した り、強調 的話 法 とい うよ うな、'よ く判

然 と した場沓 を除 いては、 ζの音の 正確 な償値 に適 しそい るとば言 え な い。

日常 會 話 に 於 て も子 音 の 前 のxはsの よ うに 焚 音 され る」 とい つ て い る 。

Navarroは 其 の 書 に 於 て 、この 概 括 に 、何 等 の 例 外 を 認 め て い ない 。彼 の 引 用 し

て い るextrafio,explicaci6n)rexponer,excelen七e,excepci6n,exclamar,

excursi6#,ex七ensi6nの 諸 例 ぱ 、輩 にprρ 。consonan七a1(子 音 の 母 に 來 る時)

Sで あ る とbう 事 以 外 に 、 何 等 認 むべ き強 勢 叉 は 音 聲 的 環 境 の 型 を示 して い な

い9從 つ て 我 々 は 子 晋 の 前 に來 る のxの 総 て の 例 は これ で 詮 明 が つ くだ ろ う と

推 論 す るρ 偶 々よ く槻 察 す るにNavarroQ概 括 の総 てが必 す しも璋 し くない

ことが 判 る。 この疑v・に私 が着 手 した一 聯 の調 査 に 依 て釜 々深 くなつ た 。

種 々の身 元 の 中南 米 人 は、か な りの 規 則正 しさ乞以 てpre-consohantalt

KSを 用 い てい るのが 闘か れ る。JoseFigueroa知 事 の 公文 書 に 見 られ,る綴 字

上 の誤 り(ex七raordinarioと あ るべ き もの をecstraordinarioと した り、

exselen七fsimoと あ るべ き もの をecselentisimoと した りして あ る)の よ うな.

もの は1現 在 に於 て も、過 去 に於 て も決 して絶 滅 した もの で な い こ とを示 して

い る。マ ドリツ ドに於 け る、私 の 友 達 は最 近 、普 通の 話 し言 葉 に於 てKSの 音

を聞v・て驚 い た と述 べ てい る 。 そ して コ スタ リカ及 び グ ア テマ ラに於 て 、 よ く

注 意 して 聞 いて み る と、 中央 ア メ リカ に於 て は兎 に角KSの 音 が屡 々聞か れ る

と確言 した 。 この論 文 に於 て一 暦信 頼 出來 る科 学 的構 成 を作 りあげ 少 くと も、

我 等の教 科 書 に於 てxを 英語 に於 け る よ うにKSの よ うに護 音 す ると云 うこと

よ り以上 の 事 をす る慣値 の ある ものか ど うか と云 う至 上 の敏 授 上 の 問 題 に答 え

・ る もの で あ る。得 た結 果 は 、 その 中心 問題 に答 え る もの で あ る と私 は決定 的 に

考 え る もので あ る。其 等 は又何 等 か の抱括 的 な陳 蓮 がpre-60nsonanta1・xの 総

て の例 を抱 括 し得 るか ど うか の質 問 に も答 える もの と私 は信 す る もので あ る・

研 究の 基 礎 に なつ た め は 、下 記 の第 一 表 に示 した よ うな質 問 書で あ つ て 、

例 誰 の た めに一 組 の 回答 を求 めて ある 。

第 一 表

質 問表:此 の質 問 は ラ テ ン、 ア メ リカの各 地 方 に於 て 冬 が 如何 に嚢 音 され

るか と云 う事 を確 か め るた めで あ る・催 令 あ る地 方 で は、他 の地 方 よ り・ よ り
へし

正確で あると考 えられてい よ うと、少 くとも二つの 正 しい稜音が あれば充分で

ある。xを 含 んで輩語 がKS又 はSと 襲音 され るか どうか 正確 にお 答 えを乞 う。
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右 の表か らみ て♪xに 鮒

してKSと 獲音す る人蓬が概

して嚢 音 に注 意 を す る人 達

で 、一方Sと 稜 音す る人々 は

假令教養 あ る 人 々 で も襲 音

に 無 頓 獲 な 人 々で あること

が 判る。質問の例 が種 女にな

つてい るのは、回答の矛盾の

ない よ うにす る爲で あ る。如

何な る人 々が 斯 く焚 音 す る

等 とい う不躾 の質 問 を少 し

で も和 げ る積 りであつた。大

部 分 の結 果 は 質問の核 心に

關す る限 り不 確声、さを除 去

してい る。質問書 は 中南米諸

國の女化 機關 の 大 部 分 並 び

に、い くつ かの大學 に逡 られ

大V・なる協 力 を得た。'十ケ國

よ り219の 書式が返 されて來

た 。ある特 殊の砒會 暦かち回

答 を選 び出す よ うな こ とは

しなか つた。チ リー、パナマ

アノセゼ ンチン の 三 つo大 学

に於 げる回答者 は、極 めて著

しい とい う程度で はないガ、

他 ρ文化 セ ン タ ー に於 ける

入 々の平均 よ り も一一暦 批 評

的で あつた。エクア ドノpの乗
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化 セ ンタe-va於 け る被 質 問者0大 部 分 は大 学敏 育 を受 けた もの で 、 ボ リビヤ に

於 ては大 学 敏 育 を受 けた もの ばか りで あ る。 比較 の信 頼 性 は各 國 と も、如 何 に

正確 に瞼 され た 集 團が 其 の國 のusageと 意 見 とを反 映 して い るか ど うか と云 う

事 に 依存 す る。彼等 は総 て指 示 通 りに從 つ た諜 で は な く、相 當 敏 の 回 答者 は指

示 か ら逸 晩 して いた 。曖 昧 な返 事 を捨 てた事 は勿 論で あ る均ミ・た 愛回 答者 の意

圖が か な り明 ら均・で あつ た時 ・例 え峰 若 しxが 回答 と して用 い られ た な らば ・」

回答 者 が他 の所 でSを 用 い て匠 別 し てい る場 合 に は、KSと して 計算 した 。個 人

主義 者め あ る者 は、9Sを 記 入 した。 そ して其 は統 計 に於 てKSの 韓 設 と して計

算 した 。 そ して 他 の者 は 目立 つ て チ リ・・…人 で あ るが 軍 にKを 挿 入 したが 、 それ

『はS
の 輻 読 と して 計 算 した 。何 故 な らチ リーの 氣 息音'(aspirated)/S/を 爲 し

出す 試 み ど考 え られ たか ら。 この 事 は制 合 を少 々Sの 方 に有利 に して い る 。何

故 な らKは 想像 し得 る よ う紀、還 元 したKSで あ る と同時 にal七eredSで もあ り

得 るか らで あ る。此 等 の質 問外 の 記載 も、彼 等 が 正確 さに樹 す る欲 望 と考 えれ

ば 、叉 私 を激鋤 す る もの で あ る。

(一)総 括 的回答 と肚會的標準

総 計21,303に 及 ぶ 回 答 は 、 次 の 表 及 び 以 下 の 表 に 於 て 、Intervocalic(母

音 の 間 に 挾 ま れ る時)、Auxiliar-auxiliQ-auxiliar(以 後aux.と 略 す)とPre-

consonantalに 分 類 し て 置 い た ら 他 のZn七ervocalicの 回 答 と共 に 、aux.

groupを 含 め て 置 い た こ と は 、二 つ を 比 較 して 判 る よ うに 、数 字 を歪 め た こ と

に もな ろ う。

この 表 か らみ る と 、 如 何 に話 者 が 實 際 に は 、 こ う云 つ た り、 考 えて い る と

云 つ て も、 彼 等 はKSをSよ り もinterVOcalicの 二位 置 に 於 て も 殆 ん ど"pre。

cons面a蟷a1の 位 置 に 於 げ る と同 じ よ う に好 ま しい と考 え て い る こ とが 判 る 。

``Esmejor"欄 は殆 ん ど
、総 て の 十 ケ 國 に於 て 一 檬 で あ る。 そ して ど の 國 も想

像 され た 實 際 の 稜 音C`Lamayoria"欄)と 殆 ん ど 同 じ程 度 に 於 て 攣 つ て い な

い 。 第 三 表 は二 つ の 欄 か らpre-consonan.七alxに 蜀 す る数 字 を 國 別 に して 示

して あ る 。{`1コamayorfバ 欄 の 爾 極 端 は44%-56%に 劉 し86%-14%で あ り、一
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方 .・E・m・」・・'欄 に於 て は㍑ 一 邪%燭 して僅 か97%「3%で あ る.

第二表 回 答 の 合 計

ユntervOC.
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Pr6印COnS.

YO.

私.

KS .S

1426
96%

274
43%

,4061,L
78%

59,

4%

・367

57%

1133

22%

.Lamaydria

大 多 数 ・

KS S

127S109

92%8%

187415

31%69%

30251855,

62%・38%

Esmejor

一二暦 よ ろ し い 。

KS,.S

、1398、43

97%3%

350270

56%44%

'
4526'527

90%10%

第三表 瞬 別 に したPre-c6nsonantalX

及 び 回 答 の 藪 及 び%.

アル ビソチ ソ
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一,瀞 リ ビ ヤ

KS

lS
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ヒ
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マ
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S
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K

S

K

S
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42.5%60

86%446

14%141

44%t688
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54.5%1312

45.5%1,58
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62%364
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38%ド45

45%356

55%10・

ゴ69

%449

31%13

58・5%
.500
」
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〃IOt.5%
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〃 ・11%
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〃3%
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〃 ・3%' 一

〃87%
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13%

74%

26%

96%

4%

KSとSの 選揮 の 問題 に就 て は、質 問 書 の下 に あ る質 問文 に 野 す る直 接 の 回

答 に依 て讃 明 され て い る。219人 の 回答者 の 中で 、142人 が ～二れ に 回答 した6.

これ らの 中if・123人はKSが 教 養 の ある 人達 に依 て用 い られ る と述 べ た 。淺 り19

入 の 回答忙 就 て は、14入 はKSは よ り教 養 的で あ る とい う一 般 的概 念 に適 合 し

て いたbそ して た 憾5人 のみ が一 般 的概 念 に何 等關 聯 を持つ て いなか つ た 。5

人 の述 べ た事 は引 用 す る償値 が あ る 。或 るチ リー入 は、双 方 の嚢 音 は速 度 と強

調 に 依 存 して 、教 養 あ る人 々に依 て用 い られ る。他 の チJ・ 一人 はKSは 外 入に

依 七用 い られ る。或 るエク ア ドル 人 は 、死 語 の研 究 に役 立 っ だ けだ 。 或 るパ ラ

ガ イ人 はSを スペ イン人の精 に した 。或 る"tミ ニカ人 は最 も用 い られ て い る言

葉は・一般に騨 が喋るためにSの9の 様に厳 縛ての教養ある人々は余噸

繁 に用 い られ な い軍 語 は 、其 等 をKSの 様 に襲 音 す る と云 つ てい る。 質 問 書 を

配 布 して昊 れ 左人 々の 中で彼 等 の論 評 に於 て 、少 々意 見 の喰 い違 いが あ る。其

等 のA .・kの中で ・ コ スタ・ リカのMrs・Chac6nは 「子 音 の前 に先立 つxの

大 部 分 は當 地で は 、教 養 の あ る入 々の間 に さ 之Sの 様 に獲 音 され る。 この意 味
ノ

に於 け る私 の観 察 は不 動 の もの で あ る。勿 論 大 学 に於 て 、語 学敏授 達 は、いっ

も学 生 達 の襲 音 を訂 正 して や ろ うとV・う縄 之ざ る希 望 を保 持 して い る。勿論 授

業 をす る時 とか 、公衆 の前 で 喋 る時 とか 、叉 他の 人達 の 爲 に本 を護 む と き等 に

は ・立 派 な 焚 音 に 注 意 す る」 と云 つ てい る
、。パ ナ マ4)D二Alfaroは(1)

In七ervocaliexは 大 して 教養 の な い人 達 に依 つ で さ え、必 すKSと 獲 音 さ れ

る。(2)子 音 の前 でxはkの 音 を失 う・ その喪 失な 話 す 人の教 養 の程 度 に鷹 じ

て攣 化 して 行 く。(3)子 習 の前 に來 る時 、xの 澄 ん だ強 い音 は嚢 音 に特 別 の 注

意 を佛 う人々に於 て認 め られ る 」 と云 つ て い る。、最 も よv・KS音 の 浸 入 に封 す
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る謹 擦 は]距.Freeneyに 依 つ て與 え られ て い る。 即 ち 彼 はQui七 〇 に於 分 る

超 正確 な獲 昔 。eksp16ndido,ekspo批 瓦neo,eks七ricto等 を基 げ てい る。彼 は

叉 稼 の ク ラ スを調 べ てみ た庭 ・Quitoの 教 養 ある人 々はKSを 用v・'cv・る。然

しGuayaquilの よ うな海 岸 地方 に於 て は、S音 が 総 て の種類 の 入 々の 間 に用

い られて い る と附 け加 えて い る。

敏 字及 び 論評 に 依 る と、否 定 的 論評 が 孚 ぱ鼎 癬 的 で は あ るが 、明 らにKSが
ノ ヒ

・一般 にSよ りもつ と是認 され て い る襲 音 で あ る と考 之 られ て い る事が 判 る。'

(二)制 断 と實 際の用法

t一 般 の 入 々が ・ そtうして い る と考 え るよ うに其 程 多 くの 人 々がKS音 を用 い

て い ない と云 う事 は論 を侯 た な い。 こXでLalnajorfa欄 の 慣 値(そ こで は

pre-consonantalの 上ヒ率 が73%深 け増 加 して い る)が 其 自身誰 明 して い る。 或

る アル ゼ ンチ ン人がKS-S・KS型(私 はKSと 云 いKSが 正 しい と思 う。然 し私

の 友 入達 は総 てSを 用 う)をpre・consonantalxの 総 て の例 に樹 して、專 ら用VO

て いる と記録 してい るρ は、彼 が 誇 張 してい る とい う こ とを私 共 は考 之る。

KSは ゆつ くりとした注意深V磯 音方法で あ る添 ら自分 自身 の談 話 に集 中 して

い る時 は誰で も"自 動的 にKS音 に大V、に移 つて行 く。 さもなければ彼 はSを

使 うであ ろ う。 ドミニヵのGray氏 は、早 く喋 る時 には實際 にSを 嚢音す ると

誰か に納得す ることは大攣 に難 しい。そ して左様 自畳 している時 だけKSと 嚢

音 している と云つて い る。彼 は叉網ての所謂職業的 人 々の孚分 は彼等 がKSと

嚢音 しセV・ると考 える時 にはSを 嚢音 す るのが私の個 入的 意見で あると附け

加 之てい る。

判噺表 は以下の通 り。不 當に計算 を混み入 らせ ないよ うにKだ とかsh等 の

ような音 を除 き完全 なる判断だけ を表 に した。各 判 断 型 の意味 を述べ れば 、

KS-KS-KS型 は我 々 はKSを 用いる。 そ して其 は正 しい。KS-S-KS型 は、私
＼

はKSを 用 い そ して其 は正 しい 。他 人 はSを 使 うけ れ ど も。S-S-KS型 は 、.我々

はSを 用 うるがKSを 用 うべ きで あ る。S,KS-KS型 は私 はSを 用 い る。然 し私

はKSを 用 い る他 人 を眞 似 るべ きで あ る6S-S-S型 は我 々 は総 てSを 用 い、 それ
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な 正 しい 。S-KS-S型 は私 はSを 用 い 、そ して其 は正 しVb。 他 人 はKSを 用 う る

か知 れ なV・が 。KS-S-S型 は私 はKSを 用 い るがSを 使 う他 人1を翼似 るべ きで あ

る。KS-KSrS型 は我 々はKSを 総 て用 い るがSを 用 い るべ きで ある'。

第 四 表 は判 断 の総 括 的 配置(o▽er-alldis七ribu七ionofjndgement)を 示

して い る。 百 分率 に加 う るに一 度 叉は其 以 上 の 質 問 に樹 して 判 断 を 述 べ た 入 ・

藪 、 及 び其 等 の 人達 の國 籍が十 ケ國 以 ヒ・蓮 べ て あ るr判 断 を與 えた人 々の敏

を記 録 した の は一 人 で判 断 を数 回繰 返 し得 るか らで あ る。判 噺 の絶 劉 敏 は・時

欧其 程 重要 で な い 。確 實 性 の 内在 的誰 篠 峠・叢 し我 々が型 を型 と しての み 考慮

に入 れ 、 そ して個 々の 軍 位の 中に置 け る分 布 を考 慮に 入 れ ない時 は、 自己批 評

を含 む虚 の型 を除 い て は得 られ る もので は なV・。KS-KS-KS型 は眞 實 で あ る

か も知 れ ない し、 眞實 で な いか も知 れ ない 。然 しS-S.KS,S・-KS-KS,KS-S・

及 びKS-K-Sは 殆 ん ど確 か に眞 實 で φ る。或 は少 くと も・完 全 に當 て にな る も

ので あ る。何 故 な ら其 等 は話 者 が 自分 の標準 に從 は な い とい う事 を意昧 してVb

るか ら。時 にS-KSrKS,及 びKS-S-S型 は信 ナ るに足 る。 何 故 な ら回 答者 の

友 達 は 自分 蓮 よ り、 よ り正 し く話 して い る と報 告 して い るか ら・S-KS-KSに

樹 す る敏 宇 は、 八 ケ國 に於 け る24入 はpre-conson秘n七alKSが 一 般 に用 い ら

れ て い る事 を 誰 言 し て い る。S一 耳S-S型 も 自 己 批 評 を含 ん で い な い け れ ど も・

同 じ護 言 を し て い る。 個 々 の 回 答 者 の 或 ろ もめ は 回 答 者 が 自白 批 許 を した 回 数 ・

な どで 目立 う て 居 り、 叉 自 己 が 使 は な い 所 のKSを 他 人 が 使 つ て い るの を認 め

て い る こ とで 顯 著 で あ る'。或 るパ ナ マ 人 は 、pre-consonan七alS-KS-Sの17の

例 とKS-KS.Sの 三 つ の 例 を 記 録 して い る 。 あ るチ リー 人k±pre-consonanta1

・S-KS.Sを 四 回 、IKS-K-Sを 一 回 、 及 びKS-S-Sを:一 一回 、 も う一 人 の チ リ ー一人

はpre-conSOnan七alKS。S-Sの 十 二 回 を龍 録 して い る9或 る ア ル ゼ ン ヂ ン 人

はpre-consOnan七alS-KS-Sの 十 一 回 を 記 録 して い る 。 或 るパ2ガ イ 人 は

pre.consonan七aLS.KSの 四 つ の 例 を學 げ て い る 。も う一 入 の パ ラ ガ イ 人 は絡

始 慣 してP。e-。 。_。n七Xを 恥 て い る.欄 あ るチ ・リー人 の云 つ 庶 う

に一般にxの 襲昔はKSとSと の間を動揺 してい ると片付 け られぬ こともない。

各國 に覇す る完全 な多表 は第五表で あ り百分率のみ を示 して・比較の ため
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に太 字で 全 髄 の亭 均 が示 して あ る。 八 つの 欄 の 中、四 瀾 だ け 、即 ちKS-KS.KS,

KS-S。KS,S-S-KS及 びS-S-S欄 は其 等 の 中で の 比較 を意 義 あ らせ るに充 分

な判 蜥 の 絡 計 を含 ん で い る 。 この 表 か ら ボ リ ビヤ 、 パ ラ ガ イ 、 の 様 な もつ と離

れ た 國 々は.pre-consonan七alKSの 正 し さに 、 もつ,と 正 確 な 國 々で あ り、 ボ

リ ビ ヤは こ れ をaux.に 迄 友 ぽ して い る こ とか 判 る 。 パ ナ マ 、 ホ ン ヂ ニ ラ ス 、
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チ リe…一は9を 最 も早 く認 め た 國 麦 容 あ る 。 ア ル ゼ ンチ ン人 はS-S-KSの 自

己批謙 鰯 で あ り・其 ρ同輩のKS-S-KSの 蹄 燭 して強烈で ある・一方

ドミーカは之等双方 燭 し鰯 烈で あ り… ラガイ'とボ リビヤ 豚 方燭 して

低 調 で ある,
も
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我 々あ 申心 とな る問 題の 二 番 目 は、何 等 か の 包 括 的 な 規 則 がpre-

eonsonantalx(δ 総 て の例 を 抱括 す る こと が 出來 るか ど うか とIZIう ことで あ・

る 。in七ervocaIicxを 持 ら て い る言 葉 の 中で 、是 認 され た相 違 に鑑 み(Navarro

はauxilio,auxiliar,exactoに 樹 し てS.ゴ ロ ン ビ ヤ のChOG6地 方 に て

msximoはm乱simoと 嚢 音 さ れ る 。 コ ス タ ・ リーカ に 於 て は'fluxi6,nはflusioh

と嚢書 され る)人 々はその ま うな概括 は難 しい と思 うで あろ う。今 回の調 査の

結 果 、 そ れ は 不 可 能 で あ る ～二とが わ か る 。 我 々 の219の 回 答 者 はp置e-

conso幅n七alxの 或 る例 はin七ervocali'cxの 或 る例 よ りKSの 範 園 に於 て

よ り高 度 で あ る と し てい る 。、'、

私 はKS-KS-iKS型 の判断 を蹄 の間の醐 を知 る最 も信頼 跡 る型 とレ

て選 び潅 い。一 つの箪語 に!封す る三 つの同一の回答は・質問 を受 けた回答者が

何 等の曖 昧 さを感 じない という最 もよ》鐙 撮で あ る。次の表(第 六表)に 於 て

各語 燭 す る総 てゐ判断の総詠 於てKS-KS-KS酬 燭 の醗 蘇 依て1領に

並 ぐ⑳ る・ .、 』'

lt・ 第六表KS。KS-KS判 断 に依 る順 位(%に 依 て示す)
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第 七 表"Lamayori,Si"欄 に 於 け るKSの%
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・後 で 述 べ る第 十 一一表la於 て 、KS-IKS-KS型 判 断 及 びKS音 、却 ち``La
ら エ

mayorfa"欄OP回 答 は"yol'、 及 び"ESn1610r"欄 と共 に肩 を並 べ て や る。 翁 離

し鰹 接 頭 語 ・xの 総 て の 例 は .exces・th;"・ そ うで 、あ る よ うに 上 部 眼 て 一鴫

を 占 め て い る こ とに 注 意 され た い 。speeGh工ev61に 於 てex及 びexc6soは ・

大駆Sと なる‡ うに思われ る。・t・k七・』と 七・x七i1¢・ 瞭 蝿 な く轍 室嘩 て

屡 々恥 られ る轍 に、上位 を占めてい る・從つて他 よ りKSを 訂正 しよ う・E
ほ を ス

す る影 響 を受 腸 い.・x・h蜘 抵 ・angr・ との ・・漁 訟i麟16n(踊)・ 嘩

つ 砂 唯 置 が下 つ た もので あろ う9
.思 うに6xta・isとextraはxが 醐 の

　
ttあ る音 節 に於 て 起 る ≧い う事 實 に 依 つ 一(上 溝 に位 置 を 占 め てlpる 。

「exρepclo一
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nesが 極端 に低 い 位置 に あ るの は、exceSOの 高 い 位 置 に あ るの に鑑 み 目につ

く。 或 る回 答者 のexceSOは 強 意 語 で あ るが 故 に、強調 の重 要 さの 爲 で あろう 、

とす るの に は賛 成 し褻 ね る。Sixtbとsex七 σとの 成 劉 的位 置 は、固有 名詞 の保

守 主義 を示 して い る。exlib翠isに 蜀 す るexminis七roの 相 樹 的 關 聯 及 び

ex七曲s呈6aに 樹 す るex七ensoの それ は、 曖 妹性 叉 は不 條理 を避 け よ ラ と して

い るこ とを反映 して い る。1私はauxilioのSは 余 り高 音 に して 他 の 音 と間 違

え られ る ことは な いか らaukilioが 強勢 に關 聯 してSの 位 置 の た めauxiliar

の二 つ の例 の 下 に あ る と綜思 えない 。 回答 は まち まちで あつ たが 、数 字 は偶 然

に も李 均 を保 つ た 。然 し實蔭 に は エクア ドル を除 い た総 て の國 々 を代表 す る24

人 はauxiliarverb及 びauxiliaradjeetiveに 封 して違 つ た判 噺 を した 。 こ
'

の こ とはKSとSはhoMony皿(同 音 異 義 語)を 匠 別 す るの に便 利 で あ る こ

とを感 じてい る とい うこどを暗 示 して「v・る 。',

最律にpre-consORan蝉xを 持つ た、 もつ と普通の言葉の零部分 は表 の

下 部の方 にあ ることに注意 して欲 しVb・ 大蜥の言葉 に樹す るS-S-S判 断の緯

計 は 、す つ とKS-KS」KS判 噺 の総 数 よ り少 い。其 の 百分 率 はKS-KS-KS型

表 の反 封 を示 すが 故 に 、其程 大切 な ことで は ない。

第 八表 はS-S-Sに 封 して6又 は其 以 上 の%を 持つ た言葉 を琴わ してV・る 。

第八表S-S-S判 断 を示 す

1.auxiliaradj・

2.auxilio

3.aUxi】ia[rv..

・4.excePCIones

5.mixtificaci6n

6.

7.
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sexto

exfoliaron

13.5%

11

10.3

8.3

7.7

7.5

6.9、

然 し な が ら本 表 に於 け る五 つ の 箪 語 は 、KS-KS;KS表 に於 て5%叉 は其

以 上 を 占 め て い る 。肥axi,oxte-mat6,nixtamal,mixtura、 とexfoliaronで
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あ る α 四 つ の 軍 語Taxc⇔,nix七amal,ox七ermQxte及 び 鐸fq1玉arQnの 關 す る

限 り・、おそ ら く 口頭 に 依 る経 験 の 訣 除 の た め で あ る9-exfoliaronな ・よ く知 られ

輝 語 で 他 の も9は 肪 的 で あ る ・ 回 答 の 約 五 分 の 一 は ・T・]x…1ni'xt・mal・

pxte-mox七eを 全 然 省 い て い る 。 そ して 或 者 は 「當 地 で は 用 い られ な い 」 と云

う よ うな批 評 を述 べ て い る 。OX七e-mOX七eは 明 らか に あ る地 方 に 於 て は ・、零 く

・知 られ で 恥 る。 一 方 二 つ ¢)mexicanismは 到 る庭 で か な り二
.般 に見 知 らぬ るの

と1して 感 ぜ られ た 。mes及 びmezwords(mes七ura,mes七izo,血escolan痴,

mezclar等)の 同族 語族 の 五番 目の軍語mix七uraは 恐 ら くS-S-S判 籔の か な

り高b百 分 率 を示 してV噸 。一 方 血ix七αra及 びmes七ur・ ■ の よ うな 同音異 義 語
ダ

に近 い語 にli亘別 しよ うとす る促 しはKS-KS-KS判 断 の 高 い百 分 率 を読 明 す る

と とに.なる6"■t
し

第 九表 及 び第 十表 は"yO"及 びf`Es'mejor."欄 に於 てKSに 蜀 す る百 分

率 に俸 る選 揮 に依 つ て ・軍 語 の 順 位 を定 めた もの で ある。・ ピ ・
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第 十 表 細sSXIejor"欄tZi於 け るKS画 答%の に依 る語 順

.1.exministro

2.exlibris

3. .

4。

5.

6.

7.t6xico

8.16xico.

9.exparte

10.'

11.

12.

13.

14.

15.exangue

16.expurgaro孕't

.17.eXPIar

18.S三xto

10019.

99.520.expon「 増

'9921
.エnixtura

9922.exfoliaron

98.623.

98。524.・

9825.nixtamaI

9726.expiradQ

96.527.

9628..

9629.'

95,30。.

9531.excep¢10nes

g432。mixtificaci6n

9433.auxiliarv.

9234.auxiliaradj.

91.535.auxililio,

91.5
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7

7
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7

5
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5

順位に依砒 轍 容界 する嵐 西つの響 をKS二KS-KSを 基詠 確

併記 して第+俵 に示 し噛 く・恥 臓 楠 明にするの4"y・"とCfE・m・j・・"
、、

の 間 に就 ズ で あ る ・ 最 初 の 三Dの 欄 の 総 て に於 て 、 正 確 に 同 じ順 序 で は な い が

同 ・酔 一 の 鞘 は最 初 の+一 の 位 置 を示 め て い る.然 しな が らf`E・ ・mej・r"欄

、に於 て 、四 つ の 画e.co丑som漉alの 例 十 七ex七〇,七ex七iles,experienciat,extra

-`-rntrefldxfonesやexangUe(experienciaは 、 その%a"mayorfa"の 位 置

か ら・蜘 ン 酸 け上つ ている〉 に先ん じて密集 してい る・此等四 つの諜 は

獲昔訂正者 が大抵取上 げ るで ああ う庭の軍 語で ある。我 々は彼等の 生徒運 に・

馳これ らの言葉 を正 しく稜 音す るよ う生徒 に激 える敏師の影響 を認 める
。.
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纏

(四)結 論

(t)南 米の大部分 に於 て、数養 ある人 々の 間に於け るXに 釣す る標準 は

KSで あ る。 .・

(、2)其 の標準 は敏養 あ る人丸に依つて實際の襲 音に於て廣範 園に認 め ら

れ ている。或 る國々に於て一暦認め られ 、ある國々に於ては、其程認め られて

はいなV・が。其 の認識の程度 は標準に樹 して、大 した 影 響 を持 つ もので はな

いo

(3)tの 標 準 は夫 々の軍 語 に依 り不 亭 等 に認 め られ てい る。 概 して教 室

で 使 う軍 語 は大抵pre-cohsonantalKSを 持 つて い る。軍 語 と結 びつ か な い は

殆 ん ど総 て の話 者 に とつ て 、KS音 を持 つ て い る。同 昔 異義 語 の擁 燭 は 、expi註

とe『piarの よ うに ・ 別 の形 態 を保 た せ るた め に・ ぼ んの僅 かだ け影 響 を持 つ

て いる 。強 勢 が 役 割 を演 す る ように見 えるが 、其 は未 だ判 然 と して はV・なV・。

以上が大膣、ボ リンガーめ要 旨で あ り、補捉読 明を要 すべ き瓢 もあるが、

南米 に於け るXの 襲音tc-一定の標準 を與 乏得た もの とい える。扱 て この調査か
へ 　

ら敏 室 に甥 す る 實用 償 値 と して何 か 刈 り とられ るで あ ろ うか 。今 日に到 る迄 、

大 方 の 教 師 に依 つ て な され た よ うにi11七ervocalicKSどpre-consonan七alS

を敏 え る ことは、数 養 あ る南 米 人の使 う用法 を反映 してv・な い 。そ してpre-

consonan七alxに 關 す る限 り、南 米 の用 法 の正反 劉 で あ る 。我 國 に於 け る スペ

イ ン語 学脅 者の 目的 は、 主 と して 、 中南 米貿 易 に重 黙 を置 いて い る以上 、全 て

のXの 位置 に野 して 、KSを 敏 えた 方が 宜 しか ろ う と思 う。 この こ とはxに

封 して一 っ の 音 の み を激 え る こ とに な るが 、南 米 の 用法 に も合 致 し、重 ね て嚢

音 の 多 岐性 を除 去 ナ るに も役 立 ρ こと にな ろ う。




